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高校サッカー選手を対象とした心理サポートの研究ー
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1 . 目的

競技スポーツでは、「心@技@体jと言われる

ように櫛摘、体力面と並んで心離矧II面が重

要な要素と考えられている。霜 (1992)は、こ

の三者の関係について、競技レベルが上がるに

つれて体力面、梯悩よりも心離矧IJ面がパブ

オ}マンスに寄与する害j合が高くなることを指

摘しており、これは競技レベルが上がるにつれ

て心理的なトレーニングキサポートが必要にな

ることを示唆している。このような中で近年注

目を集めているのが f心理サポートjである。

徳島県でも、国体選手を対象とした f心理サポ

ートjにつづき、部活動を行う高校生を対象と

した「心理サボ}トjが行われるようになった。

そこで本研究では、高校サッカー選手を対象

に「心理サポートjを行うこととした。本研究

の目的は、選手の動機づけ椅殻妨を向上させ

ること及び実施した J心理サポートjの対去と

効果について事例的に分析することである。

ll.方法

1.対象者

N高校サッカ一部選手16名

2.サポート期間

2∞7年8月から2∞8年7月までの1年間。
3.サポート方法

著者が、メンタルトレーナ}として対象チ}

ムを訪れ、メンタノレトレーニング講習会、心理

検査、メンタルトレーニング、カウンセリング、

日誌の記入指導、撮影した試合映像のフィード

パックを行った。心理検査は、徳永 (2∞3)が
作成した心離句競技能力検査(以下DIPCAと

記す)を実施した。なお、 DIPCAは、パソコ

ンで回答から結果のフイ}ドパックまで、を行え

るようにExcelを使用してソフト化した。メン

タノレトレ}ニング、は、対象者を3名ずつのグ〉レ

ープに分けて、 3対1の面接形式で指導を行っ

た。また、 トレーニングの実施頻度をあげるた

めに、 rl日15分のメンタノレトレーニングjと

称したトレーニングメニユ}を作成し実施させ

た。さらに、「今日の目標Jと称して、練習前に

その日の目標をホワイトボ}ドに記入させたー

カウンセリングは、選手の要望があった場合に

かぎり実施した。日誌は、著者が言臥用紙を作

成して、選手に毎日言己入させた。試合の撮影は、

大会中、チームに帯同しながら行った。撮影し

た試合の映像は、 DVDに焼いて選手にフィー

ドパックした。フィードバックした試合映像は、

認知的トレーニングやイメージトレ}ニング、を

する際に使用した。

4.分析方法

(1)心理サポートの効果をみるために心理サ

ポート前後における DIPCAの総合得点と下

位尺度得点について対応のある t検定を行っ

た。統計処理には、 SPSS11.勾forWindows 
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を用いた。なお、有意水準は5%未満とした。

(2)サポート期間中に出場した大会の成績と

前年度成績を上撤した。対象となった大会は、

選手権大会、新人戦、高校総体、インターハイ

である。

(3)選手が試合でどのような心理技法を使用

しているかを試合映像とアンケートによって調

査した。

(4)選手が日々の練習で設定した目標の特徴

をみるために「テキストマイニングJの手法を

用いて分析を行った。

(5)カウンセリンク守の実施回数について調査

を行った。また、相談内容や感想についても分

析を行った。

班.結果及ひと考察

1. DIPCA 

図1は、対象者全体の心聯句樹支能力プロフ

ィールであるo総合得点と判断力、決断力、自

信、予測力、忍耐力、協調生の6尺度において

有意な向上が認められた。

判断力、決断力、予測カの向上は、試合映像

による認知的トレーニングやイメージトレー

ニングの効果と考えられる。自信の向上は、大

会で優勝したという目標達成がもっとも大き

く影響したと考えられる。協調性の向上は、集

団目標の設定の効果と考えられる。忍耐力の向

上は、セルフトークやポジティブシンキングの

効果と考えられる。

2.大会蹴素 (カッコ内は前年度の樹妻)

選手権大会県大会 優勝 モ優勝

新人戦県大会 優勝 (8位)

高校総体県大会 優勝 (準優勝)

インタ}ハイ 出場 (不出場)

予澱力 勝利意欲

3.選手が試合で使用した心理技法

リラクセーション、イメージ、サイキングア

ップといった心理技法を有効に使用していた。

4.カウンセリングの効果

サポート期間中に50回実施した。また、選

手の感想などからその効果を確認することが

できた。

5.選手が設定した目標の特徴

樹荷の習得という目標(上位の目標)を通或

するために、日々の練習で具体的な目標(下位

の目標)を設定していることが分かつた。

6.まとめ

これらのことから、本心理サポートが対象者

の動機づけキ競技力の向上に有効であったと考

えられる。

1V.今後の課題

本研究のような事伊府間では、介入と結果と

の因果関係を客観的なデ}タで示していくこと

が困難であり、対象者の感想や言動から推察し

ていくことになる。本研究においても議離句な

デ二一タを十分に示すことがで、きなかった。そこ

で今後の研究では、客観告なデータによって因

果関係を明らかにしていくためにデ二一タ収集か

らさらに工夫していく必要がある。
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